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。

　山谷地域では、病気や障害を抱えながら、多くの方が単身で暮らしていま
す。ときには必要な支援を受けることなく旅館や路上で孤独死する方もいま
す。
　一方で、一旦入院すると地域に戻る場所がなくなり病院や施設を転々とす
る社会的入院が以前から問題となっていました。更に、近年の医療制度改革
による在院日数の短縮化で、適切な行き場が見つからないケースは増え続け
ています。また、山谷地域に長く住んでいた方の中には、山谷を第二の故郷
と慕いこの地域に戻ることを強く希望している方もいます。しかし地域に受
け皿が少ないため、遠く地方で入院や入所を余儀なくされている現状もあり
ます。
　私たちは訪問看護を通してこうした状況を実感し、この地域でともに暮ら
してゆける場を築きたいと考えました。それは単に雨露をしのげる住居とい
う意味ではなく、人と人とのつながりの中で、自分の人生を自分らしく、最
期までいきいきと生きぬくことのできる居場所を皆で育んでゆけたらと思っ
ています。
　＜おはな＞とは＜家族・仲間＞ をあらわす、自然や命への畏敬をこめた
ハワイ語です。ひとりひとりの人間の尊厳を大切に、地域の仲間として、家
族のようにともに生きてゆきたい、そんな思いをこめた名前です。
　この小さな家が、地域の方々の安らげる居場所となり、最期まで自分らし
く過ごせる終のすみかになればと願います。
                                                        【N.A】

コスモス新聞
平成21年 春
第31号

開設に寄せて･･･

全員で参加した地鎮祭。鍬入れをするＹ所長です 昨年暮れ、土台作りが始ま
りました

初春には１階部分が出
来てきました

工事中の内部の模様です
　山下所長が
講師となり、
学習会を開き
ました。山谷
地域の他団体
からも沢山の
方々が集まり
ました。

皆様に支えられて･･･いこいの間コスモスより

ようこそ、新しい仲間！ ＮＰＯ学習会
山谷の歴史　生活保護制度と宿泊所

完成間近です！

おはなのオープニングスタッフ
です。

　地域でのリハビリテーションに力をいれてこられた桜
新町リハビリテーションクリニック院長　K.H先生が、
ご縁があってコスモスに来てくださいました。
　中途障害を負われたかたは、健康であったときのよう
に行いたいけどできないと、家の中にこもってしまいが
ちです。どうせリハビリしても良くは（障害を負う前の
ように）ならない、だからリハビリしてもしょうがない
とリハビリへの意欲を持つことや、リハビリを継続させ
ることが困難となります。コスモスが関わる利用者さん
のなかにも、そのような方がいらっしゃいます。
　今回、数名でしたが先生に会っていただきました。会
っていただいた方々に先生は、その方が何をしたいかど
んな素質を持っているかを引き出してくださいました。
　皆さんお話しをした後、笑顔で喜びを話されていまし
た。
　そして、中にはリハビリへの気持ちを強く持たれデイ
サービスへ出られた方もいました。
ありがとうございました！！
【R.K】

　『おはな』開設にあたりお世話になります。学
生時代からの友人であるAさんから以前よりお話
は聞いていましたが、今回『おはな』に携わらせ
ていただけることになりました。富士山に見守ら
れ、自然の中で生まれ育った私にとって、山谷地
域の土地柄や人々、そして近隣の下町風情といっ
たものは全てが目新しい環境です。
　そんな中でわからないことだらけというのが現
状ですが、利用者様や地域の方々、職員の皆様に
学び教えていただきながら歩んでいければと思い
ます。悲喜こもごも様々なことが待ち受けている
かと思いますが、共に考え共に歩み、傍らに身を
置き、自身の成長にもつなげていければと考えま
す。皆様どうぞ宜しくお願い致します。

【N.E】

～K.H先生を囲んで～
前列中央：K.H先生
前列左側：T.H先生

　“お金さえ出せば設備の整った老人ホームはい
くらでもあるんです。問題は中味です。近未来を
象徴しているような寿の街と皆さんのソフトが欲
しいんです。自分が入ることを前提にしてナーシ
ングホームを作りたい。同じ地域に少ない年金で
何んとか生活している一人暮らしの女性がたくさ
んいて、そういう人たちのためにも何とかしたい
。今、自分が死んでも、だれも気づいてくれない
、それが一般地区の現状です”と、市内でがん患
者の家族の会を主催されているという方が、突然
話を聞きたいと来られた。【死んでいく時はだれ
かに看取ってもらいたい】だれもが思う気持ち。
今は人の世話に明け暮れる毎日ですがスタッフの
平均年齢の高い寿は、される側になる日も近い、
だからあえて　コスモス寿はコスモスハウスを応
援します。

　　　　　　　　　【コスモス寿　K.N】

コスモス寿は
コスモスハウスを応援します！！
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　3／24(火)～3／26(木)の2日間、隅田公園に行ってきました。
今年は開花予想が外れてしまい、当日まで天気予報を気にしながらの準
備でした。
●初日はよりによって気温8℃の寒い日に…、みんな毛布をかけながら
『さむー！』 寒さに凍えながら、花見とは言えず、枝見もせずに、
おやつを食べる方がメインになっていました。
●2日目は雨で中止、行く気満々で来所した人に『雨だから中止』
と、打ち明けていました。
●3日目は…風は冷たかったけど日差しは最高、行ってみると１分咲
きの状態、炭坑節の音楽が流れる中コーヒー飲んで、おやつ食べて、
花をチラッと見ながら大いに楽しんで帰ってきました。
この期に及んで『行きたくない』と言ってた人も
『普段は外出できないから』と言っていた人も
行く前からソワソワしていた人もやっぱり
みんな楽しみにしていたようでした。
行けなかった人は残念だったけど、
終わりよければ全てよし！
                                           【K.S】

　平成6年から外科医を辞めて椿診療所で町医者をしています。椿診療所は
昭和23年に父が開業してから60年以上にわたり地域のかかりつけ医として
診療を続けてきました。
　日に100人を超える患者さんの多くがお年寄りで、待合室はまるで老人会やデイサービスの雰囲気です。私は
今年還暦を迎えますが、未だに若先生で通っているのもこの世界ならではのことでしょうかね。今年89歳を迎え
る父は100歳まで現役を続けたいと言っていますが、私も最近は体力の衰えを感じ始めており、父とは体力勝負
だと思っています。コスモスの皆さんには大勢の在宅患者さんの生活を支えていただくために、いつも並々なら
ぬお世話になっております。これからも地域医療のベストパートーナーとしてお付き合い願えれば幸いと思って
おりますので、宜しくお願い致します。
                                                                        【椿診療所　院長　Ｔ．Ｔ】

　2月14日に「地域で支える在宅緩和ケア」
と題して、東京都在宅緩和ケア支援センター
主催の講演会が開催されました。
 基調講演は宮崎県でホームホスピスを展開
する市原美穂さんのお話、その後のパネルデ
ィスカッションの席で 私からコスモスの訪
問看護の紹介と緩和ケアの事例、またコスモ
スハウス建設に至った山谷地域の現状などを
アピールしてきました。
 安心して暮らせる地域づくりを目指しての
コスモスの活動に賛同して 「定額給付金が
出たらコスモスに寄付します！」とあたたか
い応援もいただくことができました。

                                    【Y.O】
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＊恒例！デイサービスのお花見＊

訪
問
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場
か
ら

コスモスの種を蒔こう！

≪希望の種≫

K.Sさんが十数年前
に作成した『汐汲
み』の押し絵。プ
ロ顔負けの仕上が
りです。

・
母
の
趣
味
　
小
さ
な
城
を
花
で
埋
め
　
造
花
や
っ
て
い
て
　
家
中
が
花

・
最
上
に
　
幸
い
だ
っ
た
　
い
い
老
後
　
い
い
人
に
囲
ま
れ
　
幸
せ
満
ち
溢
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
・
Ｔ

T.Tさんと
お嫁さんです

◆利用者様からの投稿です

誕生日の花を抱えるIさん（
左）と久し振りに訪ねてこら
れた俳句のお仲間とのツーシ
ョットです！

≪デイサービスの一日≫

　デイサービスでは昨年九月から、訪問
看護の利用者であるHさんと弟“Kさん”
が、千葉から三味線を弾きに来てくださ
っています。唄い手のHさんMさんと共に
民謡を披露してくださり“秋田節”や“
十日町音頭”などを、やさしく丁寧に指
導してくれています。最近はこちらから
のリクエストにも聞いてくださり、「家
で練習してきます」と、とても謙虚な鏑
木さんです。これからもボランティア、
よろしくお願いします♪♪

                         【I.M】
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